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平面角 (Mp-SN),前脳頭蓋底長 (S-N),上顎骨長 ㌧(PTM-Ann),下顎枝長 (Ar･Go)･下顎
骨総長 (Ar-Me)と正の相関を示したO下顎切歯の三次元的運動距離は下顎骨体長 (Go･Me),




置 ､(SNB),下顔面高 (MeMF),下顎横長 (Ar-Go),下顎骨総長 (Ar.Me)と負の相関を示
した｡下顎頭･下顎切歯の上下運動変量は下顎枝後縁平面角 (Rp･SN),上下顎骨の前後的位
置関係 (ANB)と正の相関を示し,下顎骨の前後的位置 (SNB),下顎骨体長 (00-Me),下



































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
矯正治療の計画立案および診断を行う際,顎顔面形態と顎運動機能の関連を理解する必要が
ある｡しかし,顎運動機能と顎顔面形態の関係は未だ不明な点も多い｡側貌骨格形態と下顎限
界運動の関係について論じた従来の研究では,下顎運動を開始点から限界点までの距離でしか
評価しておらず,それを三次元方向別,すなわち前後,左右,上下方向別に分割 ･評価し,側
貌骨格形態との関連性について調べたものほない.そこで本研究では,下顎限界運動時の下顎
頭および下顎切歯の運動を三次元方向別に評価して,側貌骨格形態との関係を検討することに
よって,側貌骨格形態が三次元の如何なる運動方向に影響を及ぼすかを明らかにしている｡
被験者は若年成人女性患者 110名であり,矯正歯科治療既往者,重度歯周炎や多数申欠損患
者,開口障害や顎関節症状のある者,先天性疾患を伴う者,顎関節損傷の既往者,顎運動異常
のある者,顎偏位患者を除外し,可能な限りの交絡因子を排除している｡側貌骨格の形態評価
には側面頭部エックス線規格写真から得られる計測値を用いている｡下顎限界運動の記録には
三次元6自由度顎運動解析システムを用い,最大開閉口運動,前方限界運動,側方限界運動時
の下顎頭および下顎切歯q)運動を計測している｡各々の運動変量は前後,左右,上下方向,三
次元的運動距離で分析している｡そして,各下顎限界運動時の下顎頭および下顎切歯の運動変
量と側貌骨格形態計測値の間で回帰分析を行い,両者の関係について検討している｡
最大開閉口運動時,下顎頭運動変量と相関を示す骨格形態項目はなかったが,下顎切歯の前
後･上下運動変量と骨格形態の間には多くの相関が示された｡前方限界運動では,下顎頭およ
び下顎切歯のとくに前後･上下運動変量と骨格形態の間に多くの相関が示されている｡側方限
界運動時の下顎頭運動と骨格形態の相関関係は前方限界運動と骨格形態との関係と類似する
ことが明らかになっている｡
下顎限界運動時の下顎頭および下顎切歯の運動を三次元方向別に測定し,それらと側貌骨格
形態との相関を調べることによって,従来の報告よりも詳細に両者の相関関係を明らかにして
おり,今後の臨床-の応用が期待される｡したがって,本申請論文は博士 (歯学)の学位論文
に値するものと認めた｡
